
18 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111mm11111111111111111111111mm1m1111111111111111m11111mm11111111111111111111mmmmm111111u111111111111111111m11111111mm 

新
潟
県
に
お
け
る

初
等
中
等
教
育
の
現
状
と
課
題

は
じ
め
に

臨
教
審
研
究
第
二
部
会
は
「
新
潟
県
に
お
け
る
初
等
中
等
教

育
」
を
研
究
テ
l

マ
に
五
回
の
研
究
部
会
を
閲
き
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

中
蒲
原
郡
平
場
農
村
地
帯
の

N
小
学
校
の
六
年
生
が
一
日
を

ど
ん
な
形
で
過
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
る
乙
と
か
ら
始
め
た
い
。

七
・

O
O

家
を
出
る

七
・
三

0
1八
・
二

O

ク
ラ
ブ
朝
練
習

八
・
二

O
t八
・
三
五
児
童
会
・
班
・
係
活
動

八
・
三
五
J
八
・
四
五
学
級
朝
会

八
・
四
五

t
一
0
・
二

O

一
・
二
校
時

「
臨
教
審
」

研
究
第
二
部
会

一
0
・
二

O
t
一
0
・
三

O

業
間
体
育

一
0
・
三

0
1
一
0
・
四
五
児
童
会
の
集
ま
り

一
0
・
四
五

t
一
一
了
二

O

三
・
四
校
時

二
了
二

O
J
三
子
三

O

給
食
・
休
憩

一
三
・
三

0
1
一
一
一
了
五

O

清
掃

一
四
・

oo－
－
五
・
三

O

五
・
六
校
時

一
五
・
三

0
1
一
五
・
四

O
終
会

放
課
後
ク
ラ
ブ
活
動
（
陸
上
・
野
球
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
鼓

笛
練
習
・
水
泳
・
音
楽
）

帰
宅
し
て
か
ら
塾
（
珠
算
・
習
字
・
ピ
ア
ノ
・
英
語
・
各
種
ス
ポ

ー
ツ
教
室
）
が
一
八
時
頃
か
ら
一
二
時
頃
ま
で
続
く
。
夏
休
み

中
も
水
泳
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
練
習
が
あ
る
。
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一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
分
刻
み
に
組
ま
れ
て
お
り
自
主
的

に
行
動
す
る
余
裕
な
ど
全
く
な
い
。

教
師
も
例
外
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

付
き
合
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
校
門
か
ら
出
て

い
く
ま
で
は
時
間
的
ゆ
と
り
な
ど
は
な
い
。
と
り
わ
け
ク
ラ
ブ

活
動
（
課
外
体
育
）
は
教
育
現
場
の
多
忙
さ
を
倍
増
し
て
い
る
。

乙
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
各
種
対
外
試
合
の
選
手
養
成
が
目
的
と
な

っ
て
お
り
、
勝
利
主
義
に
つ
ら
ぬ
か
れ
、
線
性
養
成
と
し
ご
き

が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

雨
の
降
り
し
き
る
プ
l
ル
で
指
導
教
師
は
か
さ
を
さ
し
ス
ト

ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
も
っ
て
ど
な
り
声
を
あ
げ
、
子
ど
も
た
ち
は

必
死
で
泳
ぎ
く
た
く
た
に
な
っ
て
い
る
姿
は
異
様
に
さ
え
見
え

る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
に
基
づ
き
な
が
ら
体
を
き
た
え
楽

し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
乙
と
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
自
然
か
ら
も
生
産
労
働
か
ら
も
隔
離
さ
れ
、

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
集
団
は
育
た
ず
、
家
族
の
緋
さ
え
等
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
子
ど
も
は
親
の
姿
が
見
え
ず
、
親
は
子

ど
も
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
が
小
学
校
中
学
校

の
一
般
的
な
日
常
の
姿
で
あ
る
。

一
、
新
潟
県
に
お
け
る
子
ど
も
の
非
行
状
況

県
警
本
部
少
年
課
が
発
表
し
た
過
去
四
年
間
（
八
二
年
1
八
五

年
）
の
市
町
村
別
少
年
非
行
の
ワ
ー
ス
ト
二

O
（
市
町
村
総
数
一

一
二
）
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
米
作
単
作
地
帯
と
い
わ
れ
る
平
場
地
帯
に
非
行

が
多
発
し
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
る
が
、

農
業
・
農
村
破
壊
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
乙
と
が
あ
げ
ら
れ
よ

・っ。次
に
あ
げ
る
例
は
八
七
年
一

O
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
第
二

回
食
糧
問
題
研
究
集
会
で
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
が
政

策
的
に
推
進
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
中
核
農
家
」
と
い
わ
れ
る

専
業
農
家
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
。
水
田
四
・
五
仰
、

畑

0
・
二
ニ
加
を
耕
作
し
、
専
従
者
で
一
人
、
農
繁
期
で
家
族

共
同
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
農
機
具
等
の
購
入
・
原
価
償
却
・

農
薬
肥
料
代
・
そ
の
他
必
要
経
費
を
差
し
引
く
と
年
間
の
所
得

金
額
は
一
、
四
一
五
、
六
七
六
円
と
な
る
。
な
ん
と
月
額
で
一

一
七
、
九
七
三
円
で
あ
る
。
乙
れ
で
家
族
五
人
が
暮
せ
る
わ
け

が
な
い
。
従
っ
て
農
外
収
入
を
得
る
た
め
に
外
へ
出
て
働
か
ざ

る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
四
・
五
加
の
耕
作
農
家
で
さ
え
こ

の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
農
村
の
兼
業
化
は
急
速
に
進
み

八
五
年
度
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
専
業
農
家
は
全
県
で
六
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一
種
兼
業
一
九
Mm、
二
種
兼
業
七
五
労
と
な
っ
て
い
る
。

家
族
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
農
業
は
破
壊
さ
れ
、

農
民
は
労
働
者
・
パ

l
ト
労
働
者
へ
と
転
化
し
て
き
た
。
農
業

に
将
来
展
望
の
も
て
な
い
農
民
は
、
食
糧
を
生
産
す
る
農
業
者

と
し
て
の
誇
り
を
失
い
、
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
も
展
望
を
失

う
乙
と
に
な
っ
た
。
家
族
の
労
働
形
態
の
分
裂
が
家
族
の
鮮
を

弱
め
、
生
活
の
総
て
に
わ
た
っ
て
商
品
化
が
進
む
の
と
相
侠
っ

て
家
庭
の
教
育
力
は
衰
退
し
た
。

第
二
に
、
地
域
開
発
が
急
速
に
進
ん
だ
地
域
が
あ
げ
ら
れ
る
。

乙
れ
に
つ
い
て
は
別
掲
木
村
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
三
に
、
急
速
に
市
街
化
の
進
ん
だ
都
市
周
辺
地
域
が
あ
げ

ら
れ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
現
象
に
よ
る
都
市
中
心
地
域
か
ら
周
辺
地

域
へ
の
人
口
移
動
と
農
村
部
か
ら
の
人
口
流
入
に
よ
っ
て
新
た

に
市
街
化
し
た
地
域
で
あ
る
。
乙
乙
で
は
多
様
な
職
種
・
階
層

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
地
域
住
民
の
子
育
て
の
連
帯
が
な
か
な

か
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
江
山
地
域
の
子
育
て

教
育
運
動
♀
属
武
昌
論
文
参
照
）
の
よ
う
に
運
動
の
進
ん
で
い

る
教
訓
的
な
実
践
が
あ
る
。

第
四
に
、
地
場
産
業
の
衰
退
に
よ
る
地
域
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

典
型
的
な
例
を
燕
市
で
み
る
乙
と
が
で
き
る
。
円
高
不
況
が
深

刻
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
で
な
く
と
も
低
賃
金
を
長
時
間
労
働

で
カ
バ
ー
し
て
き
た
も
の
が
そ
れ
す
ら
も
維
持
で
き
な
く
な
り

96 
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倒
産
が
相
つ
ぐ
な
か
で
非
行
が
激
増
し
て
い
る
。
県
響
少
年
課

の
発
表
で
は
八
四
年
千
人
対
比
で
県
平
均
九
・
九
人
で
あ
る
の

に
対
し
て
燕
市
で
は
八
・
三
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
八
五
年
に

は
、
県
平
均
九
・
五
人
、
燕
市
一
二
・
九
人
と
激
増
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
後
農
政
・
国
土
開
発
・
産
業
経
済
政

策
・
行
政
の
広
域
化
政
策
を
ま
と
も
に
受
け
た
地
域
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

ニ
、
子
ど
も
の
否
定
的
現
象

県
警
少
年
課
の
発
表
し
た
資
料
「
刑
法
で
補
導
し
た
小
・
中

・
高
校
生
の
推
移
」
（
八
六
年
度
）
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
数
字
は
人
口
比
で
あ
る
。

。
小
学
生

全

国

一

・

一

新

潟

県

一

・

五

。
中
学
生

全
国
一
八
・
六
新
潟
県
一
八
・
六

。
高
校
生

全
国
一
一
・
六
新
潟
県
一
五
・
八

小
・
中
・
高
と
も
新
潟
県
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
発
生
を
示

し
て
い
る
。
年
示
別
の
変
化
を
み
る
と
、
八
二
年
八
三
年
を
ピ
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ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
不
良
行
為
少
年
と
し
て

補
導
さ
れ
た
少
年
数
は
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
学
職
別
構
成
比
で
は
、
小
学
生
五
・
八

%
、
中
学
生
四
四
・
一
%
、
高
校
生
三
三
・
六
%
、
そ
の
他
一

六
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
生
が
半
数
近
い
割
合
を
占
め

て
い
る
。
乙
の
現
象
は
、
本
質
的
に
改
善
さ
れ
た
結
果
と
は
言

え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
笹
察
力
、
学
校
の
力
に
よ

る
管
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

当
研
究
所
へ
持
ち
込
ま
れ
る
教
育
相
談
の
ほ
と
ん
ど
は
登
校

拒
否
に
つ
い
て
で
あ
る
。
学
校
基
本
調
査
（
毎
年
県
教
委
の
行
っ

て
い
る
も
の
）
に
よ
る
と
、
新
潟
県
の
小
・
中
学
生
の
長
期
欠

席
者
中
に
占
め
る
「
学
校
ぎ
ら
い
H
登
校
拒
否
」
の
割
合
は
激

増
し
て
い
る
。

o
小
学
生
で
は

七
五
年
一
五
・
二
%
八
四
年
二
二
・
八
労

o
中
学
生
で
は

七
五
年
二
二
・
八
弱
八
四
年
六
九
・
七
Mm

と
な
り
中
学
生
の
登
校
拒
否
の
増
加
が
特
徴
で
あ
る
。

「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
県
教
育
委
員
会
は
八
五
年
四
月

t
八

六
年
二
月
ま
で
の
一
一
ヶ
月
間
の
調
査
結
果
「
い
じ
め
の
件
数

と
様
態
」
に
つ
い
て
と
し
て
次
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
校
で
は
調
査
対
象
校
数
七
四
四
校
で
発
生
件
数
は
三

O

四
六
、
一
校
平
均
四
・
一
回
と
な
り
、
中
学
校
で
は
二
八
四
校

で一

O
五
八
件
一
校
平
均
三
・
七
回
、
高
等
学
校
で
は
一
二
二

校
で
三
七
三
件
で
一
校
平
均
三
・
一
回
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
を
み
る
と
、
小
学
校
で
は
「
冷
か
し
・
か
ら
か
い
」
「
仲

間
は
ず
れ
」
「
暴
力
」
「
持
ち
物
を
か
く
す
」
な
ど
が
多
く
、

中
学
生
で
は
「
暴
力
」
「
冷
か
し
」
「
お
ど
し
」
「
仲
間
は
ず

れ
」
が
多
い
。
高
校
で
は
、
「
か
ら
か
い
」
「
お
ど
し
」
「
暴

力
」
「
た
か
り
」
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

乙
の
調
査
に
は
「
学
校
が
把
握
し
た
も
の
」
と
い
う
但
し
書

き
が
つ
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
把
握
で
き
な
い
も
の
が
乙
の

他
に
多
く
あ
る
の
だ
と
い
う
乙
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
実
際

に
は
こ
の
十
倍
以
上
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
否
定
的
現
象
を
子
ど
も
た
ち
が
生
き

る
す
べ
を
失
っ
た
，
救
い
を
求
め
る
信
号
’
だ
と
見
る
乙
と
が

で
き
ず
、
学
校
の
管
理
体
制
を
強
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
つ
ま

り
「
き
ま
り
・
体
罰
」
を
強
化
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
警

察
力
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
に
見
え
る
も
の
か
ら
目

に
見
え
な
い
も
の
へ
と
ま
す
ま
す
陰
湿
化
し
裾
野
を
広
げ
る
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。
「
も
は
や
学
校
は
子
ど
も
の
生
き
ら
れ
な

い
場
所
に
な
っ
た
」
l
林
竹
二
元
宮
城
教
育
大
教
授
ー

高
校
中
退
者
は
例
年
干
名
以
上
に
及
び
、
一
年
間
に
高
校
一

校
分
が
な
く
な
る
計
算
で
あ
る
。
八
四
年
度
公
立
高
校
中
退
者
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数
は
一

O
一
七
名
（
一
・
一
こ
ぎ
、
私
立
高
校
で
は
五
一
七
名

2
7
一
二
第
）
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
ベ
ピ
l
プ
l
ム
（
一
九
四
四
年
1
一
九
四
九
年
生
）
の
子

ど
も
が
高
校
入
学
年
齢
に
達
す
る
一
九
六
四
年
前
後
か
ら
戦
後

最
大
の
市
民
運
動
と
い
わ
れ
た
高
校
全
入
運
動
が
起
っ
た
。
財

界
の
人
的
資
源
開
発
の
要
請
に
応
え
な
が
ら
、
国
民
の
全
入
要

求
を
逆
手
に
と
り
、
い
わ
ゆ
る
高
校
多
様
化
の
も
と
で
職
業
高

校
の
増
設
と
い
う
形
で
応
え
る
の
で
あ
る
。
高
校
三
原
別
で
あ

る
「
男
女
共
学
・
総
合
制
・
小
学
区
制
」
は
く
ず
さ
れ
、
画
一

化
さ
れ
た
教
育
内
容
と
競
争
主
義
と
生
活
上
の
き
び
し
い
規
則

が
学
校
ば
な
れ
を
生
み
出
し
た
。

加
え
て
、
偏
差
値
に
よ
る
輪
切
り
選
別
が
学
校
間
格
差
を
生

み
、
そ
の
学
校
間
格
差
が
輪
切
り
選
別
を
さ
ら
に
加
速
す
る
と

い
う
関
係
が
で
き
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
公

立
高
校
聞
に
あ
る
一
流
校
か
ら
何
流
校
か
に
及
ぶ
格
差
」
「
普

通
高
校
と
職
業
高
校
聞
の
格
差
」
「
公
立
高
校
と
私
立
高
校
聞

の
格
差
」
が
生
れ
て
く
る
。

三
、
県
内
の
子
育
て
教
育
運
動

以
上
県
内
教
育
の
荒
廃
状
況
を
全
般
的
概
括
的
に
述
べ
て
き

た
が
、
父
母
・
地
域
住
民
の
願
う
子
ど
も
の
人
間
ら
し
い
発
達

を
保
障
す
る
民
主
的
な
教
育
の
未
来
展
望
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
「
非
行
・
い
じ
め
・
登
校
拒
否
・
体
罰
の
な
い
学
校
」
「
塾

の
い
ら
な
い
学
校
」
「
父
母
・
地
域
住
民
に
聞
か
れ
協
力
・
共

同
・
連
帯
で
き
る
学
校
」
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

今
ほ
ど
子
育
て
・
教
育
が
多
く
の
人
々
に
自
分
自
身
の
課
題

と
し
て
広
く
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
は
、
か
つ
て

な
か
っ
た
乙
と
で
あ
る
。
県
内
各
地
各
層
の
聞
に
多
様
な
教
育

運
動
が
進
ん
で
い
る
。

残
念
な
が
ら
学
校
の
も
つ
閉
鎖
性
は
極
め
て
強
い
。
乙
れ
を

内
側
か
ら
つ
き
く
ず
す
力
H
民
主
的
教
師
集
団
の
力
で
、
地
域

と
学
校
を
め
ぐ
る
今
日
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
ま
さ

に
内
側
か
ら
つ
き
破
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
立
学
校
教
職
員
組
合
連
合
と
新
潟
私
学
教
育
を
守
る
会
の

私
立
学
校
の
存
亡
を
か
け
た
「
私
学
の
公
費
助
成
を
め
る
県
民

大
運
動
会
」
が
進
ん
で
い
る
。
乙
れ
は
単
に
経
済
的
な
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
教
育
を
県
民
父
母
の
共
同
の
事
業
と
し
て
守
り

育
て
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
壮
大
な
運
動
で
あ
る
。

ま
た
、
学
童
保
育
の
運
動
は
五
市
二
町
会
西
ク
ラ
ブ
）
に
及

び
、
新
潟
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
に
結
集
し
て
い
る
。

健
全
で
豊
か
な
文
化
を
子
ど
も
に
与
え
る
乙
と
を
運
動
の
中

心
に
す
え
た
親
子
劇
場
・
子
ど
も
劇
場
の
運
動
は
一
五
年
聞
に

一
万
五
千
人
を
組
織
し
て
き
で
い
る
。
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新
潟
市
保
育
問
題
連
絡
会
は
「
0
才
児
家
庭
調
査
」
を
行
い
、

二
百
人
の
調
査
員
で
千
九
百
世
帯
の
訪
問
調
査
を
行
っ
て
き
て

い
る
。と

り
わ
け
注
目
す
べ
き
乙
と
は
生
活
協
同
組
合
運
動
の
急
速

な
発
展
で
あ
る
。
全
国
で
一
千
万
世
帯
、
人
口
で
は
四
千
万

t

五
千
万
人
に
及
ぶ
と
見
ら
れ
る
。
生
協
運
動
は
生
活
文
化
創
造

の
運
動
で
も
あ
る
。

子
育
て
教
育
の
要
求
は
生
協
運
動
の
中
核
に
す
え
ら
れ
る
性

格
を
も
っ
て
い
る
。
山
形
県
共
立
社
鶴
岡
生
協
の
実
践
は
そ
の

典
型
で
あ
る
〈
コ
l
プ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
2
『
パ
ン
プ
キ
ン
子
育
て
』
参

照）。新
潟
県
で
も
「
市
民
生
協
に
い
が
た
」
が
発
足
し
た
。
わ
ず
か

一
年
余
の
聞
に
一
万
世
帯
を
組
織
化
し
発
展
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
様
な
外
側
か
ら
の
子
育
て
教
育
運
動
と
内
側
か
ら
の
学

校
の
閉
鎖
性
を
っ
き
破
る
力
と
を
ど
う
結
合
さ
せ
て
い
く
の
か

が
最
大
の
課
題
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
学
校
の
管
理
強
化
の
状
況

職
員
会
議
で
は
若
い
教
師
の
発
言
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
採
用
時
に
お
け
る
教
師
の
資
質
の
問
題
も

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
恩
わ
れ
る
が
、
職
員
会
議
は
全
体

的
に
形
骸
化
し
、
最
終
的
に
は
校
長
が
決
め
る
と
い
う
形
が
と

ら
れ
て
い
る
。
校
長
が
参
加
し
て
い
る
会
議
で
も
そ
う
な
の
だ

か
ら
意
見
を
言
っ
た
り
議
論
し
て
み
て
も
意
味
が
な
い
と
い
う

風
潮
が
で
て
き
て
い
る
。
従
っ
て
会
議
の
回
数
・
時
間
は
ま
す

ま
す
少
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

教
師
の
自
主
的
創
造
的
な
教
育
活
動
に
一
定
の
制
限
が
加
え

ら
れ
る
の
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
学
級
通
信
を

出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
親
の
要
求
が
あ
っ
て
も
、
「
上
か
ら
差

し
止
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
所
が
あ
る
。
学
級
通
信
を

出
し
て
も
、
管
理
職
（
校
長
・
教
頭
）
・
教
務
主
任
の
点
検
を
う
け

な
け
れ
ば
出
せ
な
い
と
い
う
所
も
あ
る
。
自
覚
的
な
教
師
の
い

る
職
場
で
は
管
理
職
を
含
め
た
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る
か
、
一

定
の
た
た
か
い
が
あ
っ
て
通
信
発
行
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
だ
が
、
全
体
と
し
て
は
出
し
に
く
く
な
り
、
学
校
と
地
域

の
墜
を
厚
く
し
て
い
る
。

職
員
管
理
が
強
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
校
務
分
掌
や
勤
務
に
つ

い
て
は
校
長
の
権
限
で
あ
る
と
し
て
一
方
的
に
決
め
ら
れ
る
。
乙

れ
が
一
般
化
し
て
き
て
お
り
要
求
す
ら
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

若
い
教
師
が
、
公
開
授
業
で
水
道
方
式
に
よ
る
加
法
の
指
導

を
す
る
と
指
導
要
領
の
枠
を
出
る
も
の
だ
と
い
う
意
見
が
で

る
。
「
指
導
要
領
は
最
高
の
文
化
遺
産
だ
」
と
い
っ
た
校
長
ブ

レ
ー
ン
の
発
言
が
で
た
り
す
る
と
若
い
教
師
は
畏
縮
し
て
し
ま
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う
。
子
ど
も
た
ち
の
現
在
の
学
力
の
状
況
、
生
活
の
状
況
を
み

な
が
ら
子
ど
も
の
発
達
を
ど
う
促
え
る
か
と
い
う
発
想
が
全
く

な
い
。
上
意
下
達
の
思
想
の
み
で
あ
る
。

管
理
職
の
や
る
仕
事
は
、
県
・
地
教
委
か
ら
の
指
導
・
通
達

を
直
通
に
教
職
員
に
下
し
、
県
・
地
教
委
の
指
導
に
学
校
が
合

っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
学
校
運
営
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

校
則
・
き
ま
り
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
職
場
で
は
議
論
に

な
ら
な
い
。
多
く
の
校
則
が
あ
っ
た
方
が
子
ど
も
を
管
理
す
る

の
に
大
変
都
合
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
学
校
に
来

客
の
あ
っ
た
時
に
は
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
」
と
い
う
き
ま
り

を
つ
く
る
。
と
り
わ
け
そ
の
乙
と
の
強
調
さ
れ
る
の
は
、
教
委

の
視
察
・
管
理
・
指
導
主
事
の
訪
問
の
あ
る
と
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
挨
拶
を
日
常
的
に
習
慣
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
乙
と
に

な
る
。
そ
し
て
「
子
ど
も
同
士
」
「
地
域
住
民
と
子
ど
も
」
「
教

師
と
子
ど
も
」
の
挨
拶
運
動
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
オ
は
，
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
’
ア
は
，
あ
り
が
と
う
’
シ
は
，
し
つ
れ
い
し
ま
し
た
’
ス
は
，
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
’
）

自
己
点
検
や
ク
ラ
ス
相
互
点
検
が
行
わ
れ
、
点
数
化
さ
れ
た

も
の
が
表
と
な
っ
て
貼
り
出
さ
れ
る
。
乙
れ
が
生
活
指
導
だ
と

考
え
て
い
る
教
師
が
極
め
て
多
い
。
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
の
連
帯
感
が
極
め
て
薄
れ
て
い
る
状
況
・
教
師
と
子
ど
も
の
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人
間
的
信
頼
関
係
の
な
い
状
況
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
を
い
く
ら
強
調
し
て
み
て
も
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
も
の
で
し
か
な
い
。
む
し
ろ

心
に
も
な
い
乙
と
を
形
だ
け
整
え
て
辻
つ
ま
を
合
せ
る
と
い
う

卑
屈
な
心
を
養
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。

「
基
本
的
生
活
習
慣
と
は
何
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

某
指
導
主
事
は
「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
乙
と
だ
」
と
答
え
た

と
い
う
。
人
開
発
達
の
理
論
、
科
学
を
無
視
し
た
こ
の
よ
う
な

思
想
は
臨
教
審
の
言
う
「
人
づ
く
り
」
の
思
想
と
全
く
同
じ
で

は
な
い
か
。

「
校
則
H
き
ま
り
」
の
も
つ
意
味
を
憲
法
・
教
育
基
本
法
を

基
礎
に
し
な
が
ら
子
ど
も
の
人
間
ら
し
い
発
達
を
ど
う
保
障
し

て
い
く
の
か

l
l
乙
れ
を
視
点
に
し
て
再
点
検
を
す
る
乙
と
が

緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

教
育
目
標
は
形
式
的
な
も
の
だ
と
考
え
る
風
潮
が
職
場
に
あ

る
。
年
度
当
初
に
決
め
ら
れ
る
教
育
目
標
は
目
の
前
の
子
ど
も

の
状
況
を
徹
底
的
に
明
ら
か
に
し
な
が
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
乙
乙
の
分
析
と
議
論
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
、

日
常
的
に
起
き
る
具
体
的
な
子
ど
も
の
行
動
に
・
ど
う
対
応
す
る

か
の
職
員
閣
の
合
意
が
と
り
に
く
く
な
る
。

新
潟
県
に
は
特
有
の
教
育
支
配
の
構
図
が
あ
る
。
一
つ
に
は

公
教
育
機
関
に
よ
る
権
力
支
配
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
「
学
閥
」
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に
よ
る
教
育
支
配
で
あ
る
。
利
権
人
事
に
力
を
も
っ
学
閥
は
、

常
に
権
力
と
結
び
付
き
な
が
ら
、
自
ら
も
権
力
そ
の
も
の
と
し

て
、
教
育
反
動
化
の
尖
兵
と
し
て
の
役
割
を
歴
史
的
に
果
し
て

き
た
（
学
閥
研
究
l

『
教
育
情
報
』
連
載
）

D

乙
の
支
配
構
造
は
職

場
に
も
及
ん
で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
生
き
る
教
師
た
ち
は
、
子
ど
も
の
発
達

保
障
の
た
め
の
、
校
長
を
も
含
め
た
職
場
で
の
徹
底
し
た
対
話

．
合
意
運
動
を
進
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
展
望
を
開
く
乙
と
が
可

能
で
あ
る
。
そ
れ
が
学
校
の
閉
鎖
性
を
打
破
す
る
内
側
か
ら
の

力
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
一
月
二

O
日
J
二
一
日
の
「
に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
第

二
回
研
究
集
会
」
で
第
二
部
会
か
ら
二
本
の
報
告
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
「
子
ど
も
を
ど
う
見
る
か
」
（
山
崎
徹
氏
）
「
今
、
学

校
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
」
（
阿
部
好
策
氏
）
で
あ
る
。

山
崎
氏
は
「
，
子
ど
も
を
ど
う
見
る
か
’
と
い
う
乙
と
の
意

味
と
内
容
」
と
し
て
、

ア
子
ど
も
の
生
活
（
家
庭
・
地
域
・
学
校
）
や
心
を
事
実
と
調

査
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る
乙
と
。

子
ど
も
の
生
活
や
心
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
規
定
し
て

イ

い
る
客
観
的
な
諸
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
。

ゥ
，
自
分
が
子
ど
も
を
ど
う
見
て
き
た
か
’
を
実
践
と
の
関
わ

り
で
明
ら
か
に
し
、
そ
の
欠
点
を
厳
し
く
え
ぐ
り
出
す
乙
と
。

エ
子
ど
も
の
発
達
と
成
長
を
保
障
す
る
，
子
ど
も
の
見
方
と

は
’
と
い
う
乙
と
を
、
反
省
を
ふ
ま
え
、
実
銭
の
問
題
と
し

て
明
ら
か
に
す
る
乙
と
。

7
1
エ
を
具
体
的
な
問
題
を
通
し
て
考
え
て
い
く
と
し
て
い

る。
五
固
に
わ
た
る
部
会
の
概
要
で
あ
る
が
、
乙
れ
で
新
潟
県
の

初
等
中
等
教
育
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
し
た
と
は
言
い
難
い
。

臨
教
審
の
言
う
「
個
性
主
義
」
が
小
・
中
・
高
の
現
場
で
ど
う

現
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
師
体
罰
の
実
態
と
体
罰
に
つ
い
て
の
教
師
の
意
識
は
ど
う

な
の
か
。

臨
教
審
の
最
終
答
申
が
出
さ
れ
、
ポ
ス
ト
臨
教
審
の
動
き
す

ら
で
て
い
る
な
か
で
現
場
で
は
臨
教
審
答
申
を
ど
う
受
け
と
め

て
い
る
の
か
。
教
育
改
革
推
進
大
綱
に
も
と
づ
く
教
育
改
革
諸

法
案
が
具
体
化
し
て
い
る
。
戦
後
教
育
の
全
面
的
反
動
的
再
編

が
進
む
中
で
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
文
責
・
小
熊

陸


